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（議案第１号）

令和３年度宮崎県一般会計補正予算（第16号）

　　　　　　  　【単位：千円】

会計 所   属 補正額 補正前の額 補正後の額

教 育 政 策 課 0 3,436,841 3,436,841

財 務 福 利 課 0 4,282,599 4,282,599

高 校 教 育 課 1,663,125 3,753,819 5,416,944

義 務 教 育 課 0 143,488 143,488

特 別 支 援 教 育 課 0 484,267 484,267

教 職 員 課 0 94,488,114 94,488,114

生 涯 学 習 課 0 566,911 566,911

ス ポ ー ツ 振 興 課 0 1,494,024 1,494,024

文 化 財 課 0 488,209 488,209

人 権 同 和 教 育 課 0 163,989 163,989

合　　　計 1,663,125 109,302,261 110,965,386

財 務 福 利 課

（県立学校実習事業）

財 務 福 利 課

（ 育 英 資 金 ）

合　　　計 0 3,309,233 3,309,233

1,663,125 112,611,494 114,274,619
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宮崎海洋高等学校進洋丸代船建造事業

高校教育課

１ 事業の目的・背景

宮崎海洋高校の実習船は、建造から１６年が経過し、経年劣化が進んでいることから、

その代船として、国際条約基準に準拠するための脱硝装置を搭載した実習船を建造する。

２ 事業の概要

(1) 予 算 額 １，６６３，１２５千円

(2) 財 源 国庫支出金 ５５４，４６７千円

その他（県債）９９６，０００千円

その他（基金）１１２，６５８千円

(3) 事業期間 令和２年度から令和４年度まで

３ 事業効果

(1) ４級海技士養成施設としての指定を継続させ、水産・海運業界が求める専門的な知

識・技術及び技能を身に付けた海洋人材を育成することができる。

(2) 県民の船として、上級学校との共同研究や小中学生への海洋教育、さらに災害時の

利用等に対応できる装備を設置し、実習船の幅広い利活用を図ることができる。



宮崎海洋高等学校進洋丸代船建造事業について

・ＳＣＲ脱硝装置の新設
・生徒居住区（風呂、洗面所、トイレ）
の配置を改良
・職員室兼面談室（カウンセリング、
クールダウン）の新設
・指導教官室３部屋を生徒区画に配置

・高校や大学との連携による
共同研究
・災害時利用（給電、造水、救命、
避難所、携帯基地局等）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1年

2年(漁業･機関) 短期乗船実習

体験航海（屋久島）

2年(食品)

第１次長期乗船実習 第２次長期乗船実習

乗船実習

※海洋教育
年20～25回

○今後、期待される利活用方法

○建造スケジュール
Ｒ３ Ｒ４Ｒ２

○現船との比較
○現船からの主な変更点

現船（第5代進洋丸）

○本年度の年間運航スケジュール（予定）
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設計業者 造船所

多目的航海小中学生

○建造工事請負契約総額

23億5,950万円

代船(第6代進洋丸) 現船(第5代進洋丸)
長さ(全長) 67.30m 64.21m
総トン数 699トン 646トン
定員 合計69名 合計68名
 士官 09名 09名
 部員 12名 12名
 教官 04名 03名
 生徒 44名 44名


